
子供達も一緒に

安心・安全なまちをつくりたい
～グループホームが町のやさしいつながりスポットに～

グループホーム
トトロの森
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認知症になっても安心して一人歩きを楽しめるまちづくり全国フォーラム
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場 所：札幌市清田区美しが丘4条7丁目7-12
利用定員：15名（2ユニット）
開設年月：2002年6月

地域の状況：清田区の人口
115,094人

グループホーム トトロの森

トトロの森のデイサービス（共用型）

ご紹介

猫のヨモちゃん



認知症の人への偏見・誤解・防御（？）

地域と交流する機会を模索

地域づくりは私達の道しるべ

始めの一歩～体験から感じた地域のイメージ

毎日、買い物 出会った人には笑顔で挨拶

ゴミ拾い



やがて…うれしいお客様

＊トトロの森って なんだろう？

＊知らないことを教えてくれるよ！

＊学校の出来事を教えてあげよう！

＊お友達も一緒に来たよ！

～子供たちが応援者になりました～

☆親御さんがご挨拶に‥

☆児童会館からも連絡が‥

☆公園でも声をかけてくれます

☆町内子供会も来てくれました

☆小学校の図書室を開放してく
れました

遊びに来た子供さんが作ってくれた石のトトロ



芋もち作りの先生

～子供達が応援者～

中学生は
カボチャ団子作り

七夕にお菓子を上げる楽しみ

学校帰りに立ち寄って
「新しい曲を習ったの」と
聴かせてくれました

児童会館記念式典に
ご招待されました

盛装して参加



①町内子供会へ向けて認知症サポーター養成講座開催
・父母も聴きに来てくれました
・利用者さんもお話しをしてくれます

➁地域に向けて「ケアケア交流講座」開催
・講師はスタッフが担います。
・ご家族も体験者として参加
・本人の立場として利用者さんも参加

⓷区内グループホーム交流会を開催
・区内のグループホームが集って
・家族や各町内住民も参加

元気をもらって始めた地域への取り組み



④SOSネットワーク 捜索模擬訓練

⑤町内会役員として町内の一員に
・現在、事務局長を担っています

⑥自衛消防団員として地域を守る

⑦“AED”地域への開放

・さっぽろ救急サポーターの登録

・区内のグループホーム管理者および各地域と協働して継続
・本年度より、区の認知症施策の一つとなる
・我が町内会は独自のシステムを構築

小学生や高校生も参加して

ご近所さんも一緒に避難訓練
救急サポーターの証



クッキーを作って販売

若い人のお店も楽しい

～分かってね。残された力はたくさんある～

袋詰め作業中

販売中
アンケートも書かなくては

地域のFMラジオでご本人の声を伝える
「トトロの森のごはんまだかい」
２年間放送しました。

毎日買い物、継続中

積極的に地域の美容室へ

運営推進会議へ参加



私達にも夢がある！聴こえてくる利用者さんの声

キヨさん 92歳
私、学校の先生に
なりたかったのよ

「大好きな人と
差し向かいで美味しい
コーヒーが飲みたい」

カレンダーへ
今日一日の出来事を
書き込み

達筆なお手紙＆
一句を大好きな
人に送る

毎月のお便りと
お手紙を大好きな人に
お届けする

和服で会いに
行きます

いつでも
どこでも一句
プレゼント

子供達へ本の
読み聞かせ

ボードへ今日の
予定と共に一句

役割りとして
ホームの居間へ

「私、作家になりた
かったのにお母さんが
反対したのよね」

訪れたカフェで
貼り出してくれた

子供達へ
昔の話を教える

区の図書館へ
通う

小学校の図書室を
開放してもらえた

小学校から感謝状を
いただいた

大好きな人と
お洒落な喫茶店で
待ち合わせ

「NHK認知症の人の声」
直筆で応募 書籍「認知症になっても

人生は終わらない」に
掲載される

出版社
Harunosora

本が大好き
豊かな知識



よく来てくれたわね

地域の小学校へ

私の名前があるのよ

ホラ！見て！

感謝状を頂きました

訪れたカフェに一句プレゼント

児童会館からも感謝状を

ご本人の作品



・来客者からお褒めの言葉
・作品の希望

私達にもできることがある！聴こえてくる利用者さんの声

おしげさん 85歳
パッチワーク名人

「みんな喜んで
くれたら万々歳さ！」

地下歩道空間で
作品販売

お手玉作り
児童会館へ
プレゼント

ホームで
リメイク店開店

・結構繁盛しています
・新聞社からの取材がありました
・収入で材料の購入

ホーム内の
小物作り＆
作品展示

売り子として
沢山のお客様と会話

姪御様から作品
協力の申し出

帰りには
街でランチ

他からも作品の
共同販売を希望

交流の機会が
増えた

広がるネット
ワーク

ランチ最高！
児童会館祭りに
ご招待されました



リメイク店開店中

子供さんを見かけると
すぐに仲良しになります

スタッフに赤ちゃん誕生
病院にかけつけました

町内の盆踊り
こども達に応援

皆さんに優しいおしげさん

足は痛いけれど
地域の人の応援を受けて

ラン伴に参加

ご近所のお子さんと

作品の数々



＊地域の馴染んだ雰囲気や、ご近所さん・子供達との
会話の中には、私達がいつもは気づかない発見があります

地域へ出ていこう～いつもは聴こえない
その人の声が聞こえる

地域で活躍できる場を…会館の雑巾・お食事店の箸置き（折り鶴）作り

こども達と一緒にできる事を…お留守番の子が安心して集えるホーム

「誰にでもついて行かない！」子供達へ不審者体験実施中
⇒町内の「こども110番の家」マップ作製へ 等々

ただいま模索中



ケアケア交流講座で家族心理を
体験中の町内会長さん



町会長から

Ｑ．地域の人たちにとって、トトロの森はどんな存在か

Ａ． 11年前から知っているが、地域にとって、「陸の」灯台。
・ 認知症に関する仕事をしている、頼りになる存在。
・ ２４時間、そこにスタッフがいる。
つねに連絡をとりあえる、情報を交換できる。
地域にとって、大事な存在。

Ｑ．地域として、トトロの森に望むことは？

Ａ． 自分の身近に、認知症の方がいる。
自分たちシロウトが、講座で学んだことを、教えてくれる場を
たくさんつくってほしい。
多くの人に知識を普及してほしい。



私たちを知ってもらいたい

ゴミ拾い
地域の美容室へ
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認知症を理解する町内にしたい

私たちを知ってもらいたい

私達にもできることがある！




